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(57)【要約】
　本発明は、（ａ）β－アルコキシシアノアクリレート成分、（ｂ）ブチルシアノアクリ
レート、オクチルシアノアクリレート、およびそれらの組み合わせから選択されるシアノ
アクリレート成分、（ｃ）ゴム強化成分、（ｄ）表面修飾成分および（ｅ）接着促進剤を
含むシアノアクリレート含有組成物に関する。本発明のシアノアクリレート組成物の硬化
生成物は、シアノアクリレート含有組成物で典型的に見られる臭いがなく、改善された靭
性を示す。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分、
（ｂ）ブチルシアノアクリレート、オクチルシアノアクリレートおよびそれらの組み合わ
せからなる群から選択されるシアノアクリレート成分、
（ｃ）ゴム強化成分、
（ｄ）表面修飾成分および
（ｅ）接着促進剤を含むシアノアクリレート組成物。
【請求項２】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）およびシアノアクリレート成分
（ｂ）が組成物中に約５５～約８５：約５～約３０の重量比で存在する、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）およびシアノアクリレート成分
（ｂ）が約７０：３０の重量比で存在し、表面修飾成分（ｄ）が、最表面の酸化により表
面が修飾された、平均粒子径が５００μｍ以下の粒子状のポリオレフィンであり、接着促
進剤（ｅ）は、リン酸または無水イタコン酸の少なくとも一方である、請求項１または２
に記載の組成物。
【請求項４】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分が、β－メトキシエチルシアノアクリ
レート、β－エトキシエチルシアノアクリレート、およびそれらの組み合わせから選択さ
れる、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　ゴム強化成分が、（ａ）エチレン、メチルアクリレートおよびカルボン酸硬化部位を有
するモノマーの組み合わせの反応生成物、（ｂ）エチレンおよびメチルアクリレートのジ
ポリマー、（ｃ）塩化ビニリデン－アクリロニトリルコポリマー、（ｄ）塩化ビニル／ビ
ニルアセテートコポリマー、（ｅ）ポリエチレンとポリビニルアセテートのコポリマー、
およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１～４のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項６】
　ゴム強化成分が、エチレン、メチルアクリレートおよびカルボン酸硬化部位を有するモ
ノマーの組み合わせの反応生成物であり、反応生成物が離型剤、酸化防止剤、ステアリン
酸、ポリエチレングリコールエーテルワックスを含まない、請求項１～５のいずれか１項
に記載の組成物。
【請求項７】
　チキソトロープ剤、ゲル化剤、増粘剤、促進剤および耐衝撃性付与剤のうちの１以上を
さらに含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　促進剤が、カリックスアレーン、オキサカリックスアレーン、シラクラウン、シクロデ
キストリン、クラウンエーテル、ポリ（エチレングリコール）ジ（メタ）アクリレート、
エトキシル化水酸基化合物、およびこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求
項７に記載の組成物。
【請求項９】
　カリックスアレーンが、テトラブチルテトラ［２－エトキシ－２－オキソエトキシ］カ
リックス－４－アレーンである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　クラウンエーテルが、１５－クラウン－５，１８－クラウン－６、ジベンゾ－１８－ク
ラウン－６、ベンゾ－１５－クラウン－５－ジベンゾ－２４－クラウン－８、ジベンゾ－
３０－クラウン－１０、トリベンゾ－１８－クラウン－６、ａｓｙｍ－ジベンゾ－２２－
クラウン－６、ジベンゾ－１４－クラウン－４、ジシクロヘキシル－１８－クラウン－６
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、ジシクロヘキシル－２４－クラウン－８、シクロヘキシル－１２－クラウン－４、１，
２－デカリル－１５－クラウン－５、１，２－ナフト－１５－クラウン－５、３，４，５
－ナフチル－１６－クラウン－５、１，２－メチル－ベンゾ－１８－クラウン－６、１，
２－メチルベンゾ－５，６－メチルベンゾ－１８－クラウン－６、１，２－ｔ－ブチル－
１８－クラウン－６、１，２－ビニルベンゾ－１５－クラウン－５、１，２－ビニルベン
ゾ－１８－クラウン－６、１，２－ｔ－ブチル－シクロヘキシル－１８－クラウン－６、
ａｓｙｍ－ジベンゾ－２２－クラウン－６、および１，２－ベンゾ－１，４－ベンゾ－５
－オキシジェン－２０－クラウン－７およびそれらの組み合わせからなる群内のメンバー
から選択される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　ポリ（エチレングリコール）ジ（メタ）アクリレートが以下の構造内
【化１】

（式中、ｎは、３より大きい）にある、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　耐衝撃性付与剤が、クエン酸である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１３】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）およびシアノアクリレート成分
（ｂ）が、組成物中に約５５～約７５：約２０～約３５の範囲の重量比で存在する、請求
項１～１２のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）が、組成物の総重量に基づいて
約５５重量％～約８０重量％の量で存在し、シアノアクリレート成分が約７重量％～約２
７重量％の量で存在する、請求項１～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）およびシアノアクリレート成分
（ｂ）が、組成物中に約７０：３０の範囲の重量比で存在する、請求項１～１４のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　安定化量の酸性安定剤およびフリーラジカル阻害剤をさらに含む、請求項１～１５のい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載の組成物の反応生成物。
【請求項１８】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載のシアノアクリレート組成物を少なくとも１つの
基材に塗布し、組成物を固定するのに十分な時間、基材を互いに合わせる工程を含む、２
つの基材を結合する方法。
【請求項１９】
　ブチルシアノアクリレート、オクチルシアノアクリレートおよびそれらの組み合わせか
らなる群から選択されるシアノアクリレート成分に溶解したゴム強化成分を提供する工程
と、β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分、表面修飾成分および接着促進剤を
混合し、それらと混ぜ合わせる工程を含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載のシア
ノアクリレート組成物の調製方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、（ａ）β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分、（ｂ）ブチルシア
ノアクリレート、オクチルシアノアクリレートおよびそれらの組み合わせから選択される
シアノアクリレート成分、（ｃ）ゴム強化成分、（ｄ）表面修飾成分および（ｅ）接着促
進剤を含むシアノアクリレート含有組成物に関する。本発明のシアノアクリレート組成物
の硬化生成物は、シアノアクリレート含有組成物で典型的に見られる臭いを伴わずに、改
善された靭性を示す。
【背景技術】
【０００２】
＜関連技術の簡単な説明＞
　シアノアクリレート接着剤組成物は周知であり、多種多様な用途をもつ、短時間で硬化
する瞬間接着剤として広範に使用される。Ｈ．Ｖ．Ｃｏｏｖｅｒ、Ｄ．Ｗ．Ｄｒｅｉｆｕ
ｓ及びＪ．Ｔ．Ｏ’Ｃｏｎｎｏｒ、「Ｃｙａｎｏａｃｒｙｌａｔｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ
」Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ中、２７、４６３～７７、Ｉ．Ｓｋｅｉ
ｓｔ編、Ｖａｎ　Ｎｏｓｔｒａｎｄ　Ｒｅｉｎｈｏｌｄ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、第３版（１
９９０）を参照のこと。Ｇ．Ｈ．Ｍｉｌｌｅｔ、「Ｃｙａｎｏａｃｒｙｌａｔｅ　Ａｄｈ
ｅｓｉｖｅｓ」Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ：Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎ
ｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ中、Ｓ．Ｒ．Ｈａｒｔｓｈｏｒｎ編、Ｐｌｅｎｕｎ　Ｐｒｅｓ
ｓ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、２４９～３０７ページ（１９８６）も参照のこと。
【０００３】
　米国特許第４，４４０，９１０号（Ｏ’Ｃｏｎｎｏｒ）は、ある種の有機ポリマーをエ
ラストマー、すなわち実際にはゴム状の性質を有する強化添加剤として使用することによ
り、ゴム強化シアノアクリレート組成物を開発した。したがって、’９１０特許は、（ａ
）シアノアクリレートエステルと、（ｂ）約０．５重量％～約２０重量％のエラストマー
ポリマーとの実質的に無溶媒の混合物を含む硬化性接着剤を対象とし、特許請求されてい
る。エラストマーポリマーは、低級アルケンモノマーおよび（ｉ）アクリル酸エステル、
（ｉｉ）メタクリル酸エステルまたは（ｉｉｉ）酢酸ビニルとのエラストマーコポリマー
から選択される。より具体的には、’９１０特許には、シアノアクリレートのための強化
添加剤として、アクリルゴム、ポリエステルウレタン、エチレン－酢酸ビニル；フッ素ゴ
ム、イソプレン－アクリロニトリルポリマー、クロロスルフィン化ポリエチレン、ポリ酢
酸ビニルのホモポリマーが特に有用であることが判明したと記載される。
【０００４】
　エラストマーポリマーは、’９１０特許に、アクリル酸のアルキルエステルのホモポリ
マー、低級アルケンなどの他の重合性モノマーとアクリル酸のアルキルまたはアルコキシ
エステルとのコポリマー、およびアクリル酸のアルキルまたはアルコキシエステルのコポ
リマーのいずれかである、と記載されている。アクリルのアルキルおよびアルコキシエス
テルと共重合され得る他の不飽和モノマーとしては、ジエン、反応性ハロゲン含有不飽和
化合物、およびアクリルアミドなどの他のアクリルモノマーが挙げられる。
【０００５】
　従来の市販のエチルシアノアクリレート組成物には悪臭があり、一部のエンドユーザー
は不快に感じる。β－メトキシエチルシアノアクリレートは、同じ臭いがないことが知ら
れている。エチルシアノアクリレート組成物は、硬化するとブルーミングを示すことも知
られている。β－メトキシエチルシアノアクリレートではそうではない。
【０００６】
　今日、市場で市販されている強化された低臭／低ブルームシアノアクリレート製品はな
い。市販の強化シアノアクリレート製品は、主にエチルシアノアクリレートモノマーに基
づいており、（１）一部のエンドユーザーが不快に感じる臭い、および／または（２）硬
化したときにブルーミングすることがある。
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【０００７】
　市販のシアノアクリレート製品は、多くの場合、エチレンメチルメタクリレートターポ
リマーで強化されている。このポリマーは、β－メトキシエチルシアノアクリレートを含
むシアノアクリレート組成物にほとんど靭性を与えない。その一つの理由は、β－メトキ
シエチルシアノアクリレートの不足した溶解度かもしれない。
【０００８】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート組成物の靭性を改善するための最新技術お
よびこれまでの努力にもかかわらず、そのようなシアノアクリレート組成物の硬化反応生
成物に靭性を提供し、なおかつシアノアクリレート組成物に関連することが多い臭いおよ
びブルーミングを最小限に抑える、長年の切実で、まだ満たしていない要求がこれまでに
ある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（ａ）β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分、（ｂ）ブチルシアノアクリレ
ート、オクチルシアノアクリレートおよびそれらの組み合わせから選択されるシアノアク
リレート成分、（ｃ）ゴム強化成分、（ｄ）表面修飾成分および（ｅ）接着促進剤を含む
シアノアクリレート組成物が提供される。
【００１０】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分を含めると、シアノアクリレート組成
物に一般的に見られる臭いを発しない組成物のためのシアノアクリレートベースが提供さ
れる。上記のシアノアクリレート成分は、ゴム強化成分をβ－アルコキシアルキルシアノ
アクリレート成分に導入するための媒体を提供する。ゴム強化成分は、実施例に示される
ように、改善された靭性を提供する。ゴム強化成分は、シアノアクリレート組成物、特に
β－アルコキシアルキルシアノアクリレートを含有するシアノアクリレート組成物におい
て、溶解性が低いことが時々知られている。その結果、これまでの試みで観察された靭性
はせいぜい制限されていた。上記のシアノアクリレート成分はその点で役立つ。
【００１１】
　本発明はまた、２つの基材を一緒に結合する方法であって、少なくとも１つの基材に上
記の組成物を塗布し、その後に基材を互いに合わせる工程を含む方法に関する。
【００１２】
　さらに、本発明は、本発明の組成物の反応生成物に関する。
【００１３】
　また、本発明は、本発明の組成物を調製する方法、および硬化した反応生成物に改善さ
れた靭性を与える方法に関する。シアノアクリレート組成物に関連することが多い臭い、
ならびにその硬化生成物で時々観察されるブルームを最小限に抑える。
【００１４】
　本発明は、以下の「詳細な説明」と題されたセクションを読むことにより、より完全に
理解されるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
＜詳細な説明＞
　上述のように、本発明は、（ａ）β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分、（
ｂ）ブチルシアノアクリレート、オクチルシアノアクリレートおよびそれらの組み合わせ
から選択されるシアノアクリレート成分、（ｃ）ゴム強化成分、（ｄ）表面修飾成分およ
び（ｅ）接着促進剤を含むシアノアクリレート組成物に関する。
【００１６】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）は、β－メトキシメチルシアノ
アクリレート、β－メトキシエチルシアノアクリレート、β－エトキシメチルシアノアク
リレート、β－エトキシエチルシアノアクリレートおよびそれらの組み合わせから選択す
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ることができる。それらのβ－アルコキシアルキルシアノアクリレートの中で特に望まし
いのは、β－メトキシエチルシアノアクリレートである。
【００１７】
　β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）は、全組成物の約５５重量％～
約８５重量％などの約４０重量％～約９０重量％の範囲内の量で組成物に含まれるべきで
あり、たとえば、約５５重量％～約８０重量％が好ましく、約５５重量％～約７５重量％
の範囲が特に好ましく、約６０重量％が特に適している。
【００１８】
　シアノアクリレート成分（ｂ）は、ブチルシアノアクリレート（ｎ－ブチルシアノアク
リレートなど）、オクチルシアノアクリレート（ｎ－オクチルシアノアクリレートなど）
、およびそれらの組み合わせから選択することができる。
【００１９】
　シアノアクリレート成分（ｂ）は、約５重量％～約５０重量％、例えば約５重量％～約
３０重量％、適切には約７重量％～約２７重量％の範囲内の量で組成物中に含まれるべき
である。全組成物の約１０重量％～約３０重量％を使用することができ、約２０重量％～
約３５重量％の範囲が望ましく、約３０重量％が特に望ましい。
【００２０】
　適切には、β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）およびシアノアクリ
レート成分（ｂ）は、組成物中に約５５～約８５：約５～約３０の重量比で存在する。
【００２１】
　ゴム強化成分（ｃ）は、（ｉ）エチレン、メチルアクリレートおよびカルボン酸硬化部
位を有するモノマーの組み合わせの反応生成物、（ｉｉ）エチレンおよびメチルアクリレ
ートのジポリマー、（ｉｉｉ）塩化ビニリデン－アクリロニトリルコポリマー、（ｉｖ）
塩化ビニル／ビニルアセテートコポリマー、（ｖ）ポリエチレンとポリビニルアセテート
のコポリマーおよびそれらの組み合わせから選択することができる。
【００２２】
　望ましくは、（ｉ）エチレン、メチルアクリレートおよびカルボン酸硬化部位を有する
モノマーの組み合わせの反応生成物（ｃ）であり、反応生成物は、離型剤、酸化防止剤、
ステアリン酸、ポリエチレングリコールエーテルワックスを実質的に含まず、β－アルコ
キシアルキルシアノアクリレートが使用のために選択される。ＤｕＰｏｎｔは、ＶＡＭＡ
Ｃ　ＶＣＳ　５５００の商品名でそのような反応生成物を供給している。
【００２３】
　ゴム強化成分（ｃ）は、全組成物の約３重量％～約２０重量％の範囲内の量で組成物に
含まれるべきであり、約５重量％～約１５重量％の範囲が望ましく、約８重量％が特に望
ましい。
【００２４】
　特に興味深い添加剤は、表面修飾成分であり、多くの形態をとることができる。たとえ
ば、米国特許第８，６０９，７８０号（Ｍｉｓｉａｋ）参照のこと。たとえば、Ｉｎｈａ
ｎｃｅ／Ｆｌｕｏｒｏ　Ｓｅａｌ、Ｌｔｄ．の表面修飾技術は、反応性ガス雰囲気が粒子
／繊維／プラスチック／フィルムまたはファブリックの最外分子層を修飾する制御された
酸化である。この処理により、分子骨格および／または側鎖が反応し、表面にヒドロキシ
ルおよびカルボキシレートなどの極性官能基が形成される。
【００２５】
　Ｉｎｈａｎｃｅのウェブサイトによると、これらの酸素含有化学官能基は、処理された
粒子を高い表面エネルギーを有するものにする。これは、処理された粒子が、ポリオール
などの極性ポリマーに容易に濡れて分散することを意味する。表面修飾はまた、粒子（ま
たは繊維）とマトリックス樹脂との間のより強い結合をもたらす。強化された接着力は、
表面官能基と水素との化学結合の結果である。ｗｗｗ．ｉｎｈａｎｃｅｐｒｏｄｕｃｔｓ
．ｃｏｍ／ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ．ｈｔｍｌ、２００６年８月１６日を参照のこと。
【００２６】
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　Ｉｎｈａｎｃｅから市販されている表面修飾ポリオレフィンには、ＩＮＨＡＮＣＥ（登
録商標）ＵＨ－１０００およびＨＤ－１０００シリーズ粒子として記載されるファミリー
のものが含まれる。そのファミリーの具体的な代表には、ＵＨ－１０４５（３００μｍの
平均サイズを持つ）、ＵＨ－１０８０（１２５μｍの平均サイズを持つ）、ＵＨ－１２０
０（６３μｍの平均サイズを持つ）、ＵＨ－　１２５０（５３μｍの平均サイズを持つ）
、ＵＨ－１５００（４５μｍの平均サイズを持つ）、ＵＨ－１７００（３８μｍの平均サ
イズを持つ）、ＨＤ－１８００（１８μｍの平均サイズを持つ）として指定されたものが
含まれる。
【００２７】
　ＩＮＨＡＮＣＥ（登録商標）ＵＨ－１０００シリーズ粒子は、最初のＵＨＭＷＰＥ樹脂
に由来する自由流動性の白色粒子または粉末であり、以下の一般的特性を有する：　
表面エネルギー：５５＋　ｄｙｎｅｓ／ｃｍ（水濡れ性）
比重：０．９３～０．９４
かさ密度：２０～３１ｌｂ．／ｆｔ３（０．３２～０．５０ｇ／ｃｃ）
分子量：３，０００，０００～５，０００，０００
【００２８】
　ＩＮＨＡＮＣＥ（登録商標）ＵＨ－１０００シリーズ粒子は、優れた耐摩耗性、低減さ
れた摩擦係数、強化された破壊作用および改善された防湿層を複合材に提供すると報告さ
れている。
【００２９】
　別の特に興味深い添加剤は、リン酸および無水イタコン酸のような無水物などの接着促
進剤である。
【００３０】
　適切には、β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分（ａ）は、組成物の総重量
に基づき、約５５重量％～約８０重量％の量で存在し、シアノアクリレート成分は、約７
重量％～約２７重量％の量で存在する。
【００３１】
　シアノアクリレート成分（ｂ）は、β－アルコキシアルキルシアノアクリレート（ａ）
と約３０：７０の重量比で存在し得る。
【００３２】
　本発明のシアノアクリレート組成物には、カリックスアレーンおよびオキサカリックス
アレーン、シラクラウン、クラウンエーテル、シクロデキストリン、ポリ（エチレングリ
コール）ジ（メタ）アクリレート、エトキシル化水酸基（ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅｄ　ｈｙ
ｄｒｉｃ）化合物およびそれらの組み合わせから選択されるいずれか１つ以上などの促進
剤もまた含まれてもよい。
【００３３】
　カリックスアレーンおよびオキサカリックスアレーンのうち、多くは公知であり、特許
文献に報告されている。例えば、米国特許第４，５５６，７００号、第４，６２２，４１
４号、第４，６３６，５３９号、第４，６９５，６１５号、第４，７１８，９６６号、お
よび第４，８５５，４６１号に記載されており、これらの各々の開示は参照により本明細
書に明確に組み込まれる。
【００３４】
　例えば、カリックスアレーンに関しては、以下の構造内のものが有用である。
【００３５】
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【化１】

式中、
Ｒ１は、アルキル、アルコキシ、置換アルキルまたは置換アルコキシであり；Ｒ２はＨま
たはアルキルであり；ｎは４，６または８である。
【００３６】
　１つの特に望ましいカリックスアレーンはテトラブチルテトラ［２－エトキシ－２－オ
キソエトキシ］カリックス－４－アレーンである。
【００３７】
　多くのクラウンエーテルが知られている。
　たとえば、１５－クラウン－５、１８－クラウン－６、ジベンゾ－１８－クラウン－６
、ベンゾ－１５－クラウン－５－ジベンゾ－２４－クラウン－８、ジベンゾ－３０－クラ
ウン－１０、トリベンゾ－１８－クラウン－６、ａｓｙｍ－ジベンゾ２２－クラウン－６
、ジベンゾ－１４－クラウン－４、ジシクロヘキシル－１８－クラウン－６、ジシクロヘ
キシル－２４－クラウン－８、シクロヘキシル－１２－クラウン－４、１，２－デカリル
－１５－クラウン－５、１，２－ナフト－１５－クラウン－５、３，４，５－ナフチル－
１６－クラウン－５、１，２－メチル－ベンゾ－１８－クラウン－６、１，２－メチルベ
ンゾ－５、６－メチレンベンゾ－１８－クラウン－６、１，２－ｔ－ブチル－１８－クラ
ウン－６、１，２－ビニルベンゾ－１５－クラウン－５、１，２－ビニルベンゾ－１８－
クラウン－６、１，２－ｔ－ブチルシクロヘキシル－１８－クラウン－６、ａｓｙｍ－ジ
ベンゾ－２２－クラウン－６および１，２－ベンゾ－１，４－ベンゾ－５－オキシジェン
－２０－クラウン－７のいずれかを用いることができる。米国特許第４，８３７，２６０
号（Ｓａｔｏ）を参照し、これにより、その開示が参照によって本明細書に明確に組み込
まれる。
【００３８】
　シラクラウンのうち、この場合も先と同様に多くは知られており、文献に報告されてい
る。
【００３９】
　本発明の組成物に有用なシラクラウン化合物の具体的な例には、
【００４０】
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【化２】

ジメチルシラ－１１－クラウン－４、
【００４１】
【化３】

 
ジメチルシラ－１４－クラウン－５、
 
【００４２】
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【化４】

 
およびジメチルシラ－１７－クラウン－６が挙げられる。
【００４３】
　例えば、米国特許第４，９０６，３１７号（Ｌｉｕ）などを参照し、これにより、その
開示が参照によって本明細書に明確に組み込まれる。
【００４４】
　本発明に関して多くのシクロデキストリンを使用できる。例えば、その開示がこれによ
り参照によって本明細書に明確に組み込まれる米国特許第５，３１２，８６４号（Ｗｅｎ
ｚ）に、少なくとも部分的にシアノアクリレートと溶解可能である、α、β又はγ－シク
ロデキストリンの水酸基誘導体として記載され、その権利が主張されるシクロデキストリ
ンは、第１の促進剤成分として適切な選択である。
【００４５】
　例えば、本明細書での使用に適したポリ（エチレングリコール）ジ（メタ）アクリレー
トには、以下の構造内のものが含まれる。
【００４６】
【化５】

　　　　　　　　　
式中、
ｎは３より大きく、例えば３～１２の範囲内であり、ｎは９であることが特に望ましい。
　より具体的な例として、ＰＥＧ　２００　ＤＭＡ（ｎは約４）、ＰＥＧ　４００　ＤＭ
Ａ（ｎは約９）、ＰＥＧ　６００　ＤＭＡ（ｎは約１４）、ＰＥＧ　８００　ＤＭＡ（ｎ
は約１９）が挙げられ、ここで、数値（例えば４００）は、二つのメタクリレート基を除
外した当該分子のグリコール部分の平均分子量を、グラム／モル（すなわち、４００ｇ／
ｍｏｌ）で表記したものである。特に望ましいＰＥＧ　ＤＭＡはＰＥＧ　４００　ＤＭＡ
である。
【００４７】
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　そしてエトキシル化水酸基化合物（または使用され得るエトキシル化脂肪アルコール）
のうち、適切なものは、以下の構造内のものから選択され得る。
【００４８】
【化６】

 
　式中、Ｃｍは、直鎖または分枝アルキルまたはアルケニル鎖であることができ、ｍは１
～３０の整数であり、例えば５～２０であり、ｎは２～３０の整数であり、例えば５～１
５であり、ＲはＨまたはアルキル、例えばＣ１－６アルキルであってもよい。
【００４９】
　使用する場合、促進剤は、全組成物の約０．０１重量％～約１０重量％の範囲内の量で
組成物中に含まれるべきであり、約０．１重量％～約０．５重量％の範囲が望ましく、約
０．４重量％が特に望ましい。
【００５０】
　通常、安定剤パッケージもシアノアクリレート組成物中に含まれる。前記安定剤パッケ
ージは、１種以上のフリーラジカル安定剤及びアニオン安定剤を含んでもよく、それぞれ
の内容及び量は、当業者に周知である。米国特許第５，５３０，０３７号及び第６，６０
７，６３２号を参照すること。これにより、その各開示が参照によって本明細書に組み込
まれる。
【００５１】
　特定の酸性物質（クエン酸など）、チキソトロピー剤またはゲル化剤、増粘剤、染料、
およびそれらの組み合わせなどの他の添加剤を本発明のシアノアクリレート組成物に含め
ることができる。
【００５２】
　促進剤およびこれらの添加剤のうち、以下の表に列挙されているものが、特に記載され
た量で、望ましい例である。
【表１】

【００５３】
　さらに、シアノアクリレート成分は、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＮ）－ＣＯＯＲによって表される
ものなどの多くの置換基で選択され得るシアノアクリレートモノマーをさらに含むことが
でき、式中、Ｒは、Ｃ１～１５アルキル、アルコキシアルキル、シクロアルキル、アルケ
ニル、アラルキル、アリール、アリルおよびハロアルキル基から選択される。望ましくは
、シアノアクリレートモノマーは、メチルシアノアクリレート、エチル－２－シアノアク
リレート、プロピルシアノアクリレート、アリルシアノアクリレート、およびこれらの組
み合わせから選択できる。
【００５４】
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　本発明の別の態様では、２つの基材を互いに結合する方法が提供され、この方法は、少
なくとも１つの基材に上記組成物を塗布し、その後、接着剤が固定するのを可能にするの
に十分な時間、基材を互いに合わせる工程を含む。
【００５５】
　本発明のさらに別の態様では、上記組成物の反応生成物が提供される。
【００５６】
　本発明のさらに別の態様では、そのように記載された組成物を調製する方法が提供され
る。この方法は、（ａ）β－アルコキシアルキルシアノアクリレート成分を提供し、（ｂ
）ブチルシアノアクリレート、オクチルシアノアクリレート、およびそれらの組み合わせ
から選択されるシアノアクリレート成分、（ｃ）ゴム強化成分、（ｄ）表面修飾成分およ
び（ｅ）接着促進剤を混合し、それらと混合することを含み、ここで望ましくは、ゴム強
化成分は、約２０重量％までの量でシアノアクリレート成分に溶解される。
【００５７】
　本発明は、以下の実施例によりさらに説明される。
【実施例】
【００５８】
　サンプルＡは、以下の表Ａに示されるような重量パーセントで成分から調製した。サン
プルＡは、ｎ－ブチルシアノアクリレートを含んでいた。
【００５９】
【表２】

 
【００６０】
　サンプルＢ～Ｄは、同様の方法で調製され、以下の表Ｂに示される。サンプルＢ～Ｄは
、オクチルシアノアクリレートを含んでいた。
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【表３】

 
【００６２】
　サンプルＡ～Ｄのそれぞれに、ＭＭＢＰをフリーラジカル安定剤として０．０５重量パ
ーセントの量で加えた。ＭＭＢＰは、２，２－メチレンビス－（４－メチル－６－ｔｅｒ
ｔ－ブチルフェノール）である。
【００６３】
　次に、サンプルを、Ｔ剥離強度性能（Ｎ／ｍｍで測定）のために室温および／または８
０℃の温度で、示される日数での期間にわたって、軟鋼基材およびアルミニウム基材で評
価した。結果を以下の表ＣおよびＤに示す。
【００６４】
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【００６５】
【表５】

【００６６】
　これらの結果は、軟鋼基材の室温エージングのデータがほとんどまたは実質的に変化を
示さないことを示しているようである。すなわち、軟鋼基材ではサンプルは、軟鋼基材の
Ｔ剥離性能の維持を示している。しかし、アルミニウム基材の室温エージングのデータで
は、性能の低下が示された。ブチルシアノアクリレートを有するサンプルとオクチルシア
ノアクリレートを有するサンプルとの間で性能に実質的な違いは見られない。
【００６７】
　時間の経過に伴う高温条件で、サンプルＡは、軟鋼基材での経時的な性能の向上と、ア
ルミニウム基材での経時的な性能の維持を示している。
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